
茎は高さ1-2cm。葉は長さ3-4mmになり、幅広い鞘部から披針形から線形に伸びる。乾くと著しく巻縮す

るのが特徴。葉縁は平坦、全縁でふつう2細胞層の厚さがある。中肋は葉先に達する。葉身細胞は丸みの

ある方形で、長さ8-10μm、厚壁、中央に1個のパピラがある。雌苞葉は長さ約1cm、長い鞘状になって蒴

柄の大部分を包み、先端は細く尖って蒴近くに達する。雌雄異株。蒴柄は長さ10mm程度。蒴は円筒形で
直立し、蒴歯は披針形で表面は大型のパピラで被われる。茎の先の葉腋にしばしば小枝状の無性芽をつ
ける。胞子は径8-10μm。低山地の樹上または岩上に小さな群落をつくる。

2018年にも生育を確認。
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シッポゴケ科

兵庫県ランク…ヤマトマイマイゴケ
環境省ランク… －Holomitrium  densifolium  (Wils.) Wijk & Margd.


